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ゐ
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着

任

の

ご

挨

拶

　

　

　

　

一

崩

修
を
行

っ
て
い
阜

定
亭

。
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ま
た
、

昨
年
１
月
の

「
記
帳

Ｘ ５３８

一　
　

■
一
一
ロ
ロ

パ
Ｂ
『
　
　
　
　
　
　
　

練
馬
西
税
務
署
長
　
太
「
対
”
　

恭
十　
一　

一　
帳
梯
報
の
脚
静
佃
賊
〕
の 一
崎
剰
者 ．

ＦＡ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
拡
大
に
よ
り
、

全
て
の
事
業
所
得

残
暑
の
候
、

練
馬
西
青
色
申
告
会
　
一　
伺
っ
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
一　
者
等
が
記
帳

・
帳
祷
等
の
保
存
の

８７．６２‐一　　唯韓拘地湘勤斑哨い輸懐☆端幣　一　△ム車卯靭伸政崚は事鞭鞭卵帥　一　暇酵嚇確舶卿憶前唯範争↑帥

５３

一　
　
　
私
は
、

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
　
一　
様

の
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、

皆
　
一　
催
す
る
な
ど
し
て
、

申
告
納
税
制

輛

一　
　
り
立
川
税
務
署
か
ら
参
り
ま
し
た
木

　
一　
様

の
熱
意
あ
る
活
動
に
、

深
く
敬

　
一　
度
の
重
要
な
基
礎
を
な
す
納
税
者

-3

村
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
任
の
林
署
長
　
一　
立息
を
表
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
一　
の
皆
様

の
継
続
的
な
正
し
い
記
帳

16

同
様
す
善
同
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
　
一　
　
さ

て
、

私
ど
も
税
務
職
員
は
、

一　
の
定
着
と
そ
の
質
的
水
準
の
向
上

年

一　
　
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　

一

「
国
の
活
動
を
支
え
る
歳
入
を
確
　
一　
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

鞭
一　　色時鉢籍療単敵れゆば沖蒔帥梼　一　岬狩帳確諦競ゲ脚御鵜砂酌棒　一　ン准曝の理球の方再課一な「導マ均ルヽ

駆

一　

　

ら
税

務

行

政

の
円

滑

な

運

営

に

つ
き

　

一　

っ
円

滑

に

実

現

す

る

」

と

い
う

国

　

一

「
記

帳

・
帳

簿

等

の
保

存

制

度

」

の
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東

一　
　
上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
得
な
が
ら
、

納
税
者
利
便
の
向
上
　
一　
も
に
、

こ
の
機
会
を
利
用
し
て
青

27年 9月 1日

◆ 税務署 人事異動

佐々木 正 直 麻布 (総 務  課 長)

個 人課 税 1 統 括 官 雪谷 (個人 特 官)

個 人課 税 2 統 括 官 日野 (個人4 統 括官)

個 人課 税 3 統 括 官 中野 (1国人2統 括官)

個人課税第1部門総括上席 八王子 (イ回人1 記推官)

立サ||(徴 収  特 官)

個 人 課 税 1 統 括 官 市川 (個人2 統 括官)

個 人課税2統 括官 川崎西(イ回人2 統 括官)

個 人課税3統 括 官 東村山(十日入3 統 括官)

個人課税第1部門総括上席 本郷 (個人1 上 席)

個人課税第1部門指導上席
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「子
供
の
た
め
の
租
税
教
室
」
開
催

～
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生
を
対
象
に
雑
貨
屋
さ
ん
を
体
験
～

（練
馬
西
税
務
署

八
月
六
日

（木
）
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
二
時
間
半
コ
ー
ス
で

「子
供
の
た
め
の

租
税
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
早
い
も
の
で
四
□
目
を
迎
え
ま

し
た
。

お
菓
子
あ
り
文
一房
具
あ
り
の
雑
貨

屋
さ
ん
の
個
人
事
業
主
を
体
験
し
、

現
金

（お
金
）
の
管
理
か
ら
帳
簿
の
付
け
方
、

そ
し
て
決
算
書

・
申
告
書
の
書
き
方
、

納

税
ま
で
と
、

お
家
の
方
が
日
々
行
っ
て
い

る
こ
と
を
体
験
す
る
講
座
で
、

猛
暑
の
な

か
八
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、

練
馬
西
税
務
署
の
市
原

個
人
課
税
第

一
統
括
官
か
ら

「税
金
が
な

い
と
困
っ
て
し
ま
う
よ
」
の
お
話
を
頂
き
、

続
い
て
東
京
税
理
士
会
練
馬
西
支
部
高
橋

副
支
部
長
か
ら
は
、

「身
内
の
方
が
救
急

車
で
命
を
救
わ
れ
た
実
話
ば
な
し
を
元
に
、

そ
の
救
急
車
は
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
る
お

話
」
を
頂
き
ま
し
た
。

み
ん
な
お
と
な
し

く
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

前
半
は
雑
算
を
販
売
す
る
ま
で
で
す
が
、

ま
ず
始
め
に
店
の
名
前
を
考
え
て
く
る
よ

う
に
お
話
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

店
の

看
板
を
製
作
し
て
も
ら
い
、

趣
味

，
特
技

を
入
れ
た
自
己
紹
介
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、

朝
の
レ
ジ
の
お
金
の
チ
ェ
ツ

ク
を
し
て
、

伊
東
商
店
か
ら
雑
貨
が
届
き

ま
し
た
。

「お
金
を
支
払
っ
た
ら
き
ち
ん

と
領
収
書
を
も
ら
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
」
と
注
意
し
、

５
０
０
円
で
仕
入
れ

ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
雑
貨
の
仕
入
れ
金
額
の

チ
ェ
ッ
ク
を
さ
せ
、

自
由
に
値
段
を
考
え

さ
せ
ま
し
た
。

「こ
の
値
段
の
付
け
方
が
商
売
の
面
白

さ
」
と
い
い
な
が
ら
も
、

値
段
の
付
け
方

に
二
つ
の
条
件
を
出
し
ま
し
た
。

一
つ
は
、

仕
入
れ
の
５
０
０
円
以
上
に
す
る
こ
と
。

も
う

一
つ
は
１０
円
単
位
で
付
け
る
こ
と
。

こ
の
二
つ
の
条
件
を
お
話
し
て
、

「な
る
べ

く
高
く
売
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」

と
、

一高
い
ま
し
た
ら
、
１
０
０
０
円
以
上

が
大
半
で
し
た
。

い
よ
い
よ
買
い
物
か
ご
を
持
っ
た
お
客

さ
ん
登
場
。

お
客
様
に

「安
く
し
て
く
れ

な
い
か
な
」
と
言
わ
れ
素
直
に
値
引
い
て

あ
げ
る
子
供
も
お
り
ま
し
た
が
、

最
初
の

設
定
を
高
く
し
て
い
る
の
で
、

軍
配
は
子

供
に
あ
り
か
な
～
。

雑
貨
が
完
売
し
た
ら
、

今
度
は
い
よ
い

よ
帳
簿
付
け
で
す
。

青
色
申
告
会
に
行
っ

て
帳
簿
を
１
０
０
円
で
買
っ
て
き
て
前
半

終
了
で
し
た
。

そ
し
て
休
憩
の
あ
と
、

税
理
士
の
蒼
藤

東
京
税
理
士
会
練
馬
西
支
部
協
賛
）

先
生
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
し
て
、

複
式
簿
記

の
勉
強
に
入
り
ま
し
た
。

今
日
の
取
引
は
三
つ
、

５
０
０
円
の
仕

入
、
１
０
０
円
の
消
耗
品
費
、

そ
し
て
、

み
ん
な
金
額
が
ま
ち
ま
ち
の
売
上
、

こ
の

三
つ
の
取
引
を
振
替
伝
票
に
書
か
せ
、

帳

簿
に
転
記
さ
せ
ま
し
た
が
、

み
ん
な
難
し

い
よ
う
で
し
た
。

次
に
、

決
算
書

確
定
申
告
書
の
記
入

の
し
か
た
を
習
い
、

確
定
申
告
書
は
青
色

申
告
会
へ
提
出
、

納
税
は
き
ち
ん
と
お
金

を
持
っ
て
銀
行
に
納
付
し
て
、

よ
う
や
く

終
了
し
ま
し
た
。

み
ん
な
疲
れ
た
よ
う
で

し
た
が
、

お
土
産
を
も
ら
え
て
嬉
し
そ
う

で
し
た
。

今
回
は
記
録
的
な
猛
暑
の
な
か
、

ご
参

加
、

ご
送
迎
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
、

そ
し
て
、

ご
協
賛
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
来
年
も
開
催
致
し
ま
す
の
で
、

四

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
で
、

お
知
り
合
い

の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

一
度
ご
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局
　
高
橋
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菱
雷

「住
民
税
・
国
保
・
後
期
高
齢
の

し
く
み
に
つ
い
て
の
講
習
会
」

七
月
三
十
日

（木
）
午
後
二
時
か
ら
、

昨
年
に
引

続
き
練
馬
区
役
所
職
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
頂

き

「住
民
税

・
国
保

・
後
期
高
齢
の
し
く
み
に
つ
い

て
の
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

猛
暑
の
な
か

昨
年
同
様
１２
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

練
馬
区
役
所
職
員
を
代
表
し
て
税
務
課
管
理
係

長
松
本
義
行
様
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
、

住
民
税
の

説
明
を
税
務
課
区
税
第

一
係
主
事
の
伊
坂
直
哉
様

よ
り
、

「区
税
つ
う
し
ん
」
の
冊
子
を
中
心
に
住
民

税
の
概
要
か
ら
住
民
税
と
所
得
税
の
違
い
に
つ
い

て
、

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、

計
算
が
得
意
と
い
う
こ

と
で
、

設
問
を
元
に
計
算
を
行
い
、

最
初
に
は
非

課
税
判
定
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

続
い
て
、

国
保
に
つ
い
て
、

国
保
年
金
課
管
理
係

長
小
幡
達
信
様
、

こ
く
ほ
資
格
係
主
任
主
事
郡
司

太
郎
様
よ
り
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

冒
頭
に
は
、

全
青
色
発
刊
の
口
Ｆ
Ｃ
口
刃
口
↓
Ｃ
刃
Ｚ

の
冊
子
に

翌
再
色
申
告
会
の
要
望
が
ま
た

一
つ
結

実
し
た
。」
と
い
う
お
話
で
、

青
色
申
告
会
の
要
望

と
は
、

「国
保
は
自
治
体
で
保
険
料

（税
）
が
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
。

本
来
、

保
険
制
度
は
同
一
リ
ス
ク
か

つ
大
量
の
被
保
険
者
が
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

リ
ス
ク
の
分
散
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
が
保
険
原

理
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
を
国
に
〓
死

化
す
る
こ
と
を
前
提
に
当
面
市
町
村
単
位
か
ら
都

道
府
県
単
位
に
運
営
を
改
め
る
。

平
成
２７
年
５
月

２７
日
、

国
民
健
康
保
険
法
改
正
案
が
参
議
院
本
会

議
で
可
決
成
立
し
た
。」
と
い
う
今

一
番
タ
イ
ム

リ
ー
な
話
題
を
〕
Ｆ
Ｃ
Ｄ
刃
口
弓
Ｃ
刃
Ｚ
の
冊
子
を
用
い

て
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

後
期
高
齢
者
保
険
料
係
長
安
藤
晴
康
様
、

後
期
高

齢
者
資
格
係
長
中
山
克
己
様
か
ら
、

平
成
２０
年
４

月
１
日
か
ら
、

老
人
保
健
制
度
に
代
わ
り
、

後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
っ
た
お
話
か
ら
、

医
療

機
関
等
に
か
か
る
と
き
の
自
己
負
担
割
合
が
１
割

と
３
割
の
二
種
類
だ
け
、

ま
た
、

自
己
負
担
の
割

合
の
判
定
の
流
れ
、

保
険
料
は
、

世
帯
単
位
で
は

な
く
被
保
険
者

一
人
ひ
と
り
に
賦
課
さ
れ
る
お
話

等
々
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
三
回
目
の
講
習
会
で
し
た
が
、

時
間
に
限

り
が
あ
り
、
も
っ
と
詳
し
く
聞
き
た
い
内
容
で
し
た
。

公
務
ご
多
忙
の
な
か
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た

練
馬
区
役
所
の
職
員
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
、

猛
暑

の
な
か
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
事
務
局
　
高
橋

住民税・国保 ・後期高齢の

しくみについての講習会風景

マル経融資のご案内
～小規模事業者経営改善資金～

※融資限度額 :2,000万 円
※返 済 期 間 :運転資金 7年 以内

設備資金10年以内

平成28年 3月 31日の日本政策金融公庫受付分までです。

■利率 :1.25%(平 成 27年 8月 12日現在)

※担保 ・保証人不要(保証協会の保証も不要)

※他に練馬区の利子補給 40%(3年 間)

※利用できる方 :従業員 20名 以下

(商業 ・サービス業 5名 以下)
※1年 以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫よ

り事業資金として貸し出しされますが、審査の結果、

ご希望に添えないことがあります。

本相談は、経常に関するll談に限,としております。

会員リト会員の方問わず利1付できます.

【法律相談】毎月第1金曜日
午後 1時～4時 (30分単位)
相談員 :弁護士 相 談無料

【税務相談】1月～3月 毎月第1～第4火曜日
(3月第4火 曜日除く)

4月～12月 (8月休)毎月第2火曜日

午後 1時～4時 (30分単位)
相談員 :税理十 相 談無料

東京商工会議所練馬支部
練馬区練馬 1 17 1 CoconeA 4F

区民 ・産業プラザ内
TEL i3994‐6521 FAX i3994‐6589

7月 21日 (火)に 会計ソフト「ラウレーリターンA」 の体験講習会を青

色申告会館にて開催 しました。この講習会はブルーリターンAをお使いで

ない方を対象に、実際にソフトを使って体験していただくものです。

講習内容は初めに複式簿記のテキストを用いて取引の意味や勘定科目

のグループ、仕訳の仕組みなどを覚えていただきました。会計ソフトで作成

する帳簿は複式簿記の形式であり、入力内容を確認する上で、ある程度

の知識が必要とな'サます。

複式簿記の仕組みの確認が終わり、それから日々の取引を様々な入力

の仕方で体験していただきました。その後減価償却や棚卸 ・経費の家事

按分などの決算整理の仕方まで練習しました。

今回参加者は御一人でしたが、真剣に受講していただけました。後日ツ

フトをご購入いただき、最近は入

力の確認のために頻繁に青色申

告会の事務所をご利用いただい

ています。

カ レーリターンAの 体験講習会

は10月 2フ日(火)にも開催します。

ブルーリターンAは個人事業者向

けに開発された青色申告会で推

奨しているソフトですので、会計ソ

フトにご興味をお持ちの方、また

は他の会計ソフトをお使いの方も

ぜひともご参加ください。  武 藤

今後のブルーリターンA

講習会開催日程

[体験講習会]

10月27日 (火)。12月1日 (火)

午前の部 9時 30分 から12時まで

午後の部 1時 30分 から4時まで

E決算整理議習会]

12月11日 (金)

午前の部 9時 30分 から12時まで

午後の部 1播 30分 から4時まで
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練馬西青色中告会は会員の皆様の会費で運営されており

ますが、なかには前年分以前の会費力S未組の方がいます。

前年分以前の会費が未納の方は平成27年9月末日までに

練馬西青色申告会事務局にご持参頂くか、送付された振込

用紙によりお支材、して頂くようお願い致します。

会費の金額は月額1,500円、年間で18,000円(毎年4月末日

までに前納年払いをして頂きますと、1,000円の害J引となり

ますので、前納払いの特典もご利用下さい。)となります。

個人的にご事情のある方は、練馬西青色申告会事務局ヘ

のご連絡をお願い致します。


